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わたしたちの手話シリーズ

Ａ5判　612頁　定価 2,860円（本体2,600円+税10％）

最新の標準手話研究の成果が 
すべてこの1冊に ！
大ベストセラー『わたしたちの手話　学習辞典』
第2巻！
『新しい手話2010～2013』掲載語のほか、日常
用語・専門用語から新たに3,000語を選定・収録し
ました。『学習辞典Ⅰ』と合わせて6,500語が学べ
ます。手話コミュニケーションのレベルアップに必
携の１冊です。
・手の形からも学習できる親切なレイアウト
・�災害関連用語、ＩＴ・労働・金融関連用語、よく使わ
れるカタカナ語が満載
・ろうあ運動に関する豆知識を掲載

わたしたちの手話　学習辞典 Ⅱ

Ａ5判　646頁　定価 2,860円（本体2,600円+税10％）

受け継がれてきた手話のすべてが 
ここにある ！
2010年発行のベストセラー『学習辞典』改訂版です。
最新の標準手話研究の成果を盛り込んだ手話学習
者のバイブルの内容が更に充実しました。
・手の形からも学習できる親切なレイアウト
・1つの手話に豊富な日本語
・基本単語を中心に3,500語掲載
・手話やろう者に関する豆知識を掲載
・由来や文法に関する解説付き
全国手話検定試験5級～準1級　基本単語対応

わたしたちの手話　学習辞典 Ⅰ

『わたしたちの手話』シリーズは、昭和44年に第１巻を発行以来、ろう者の
日常生活に用いられている手話を紹介し、広く親しまれてきました。
現在までに全10巻の他、続１、スポーツ用語、新しい手話I・II・III・IVを発行
しました。新しい手話シリーズは毎年12月頃に発行しています。
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わたしたちの手話シリーズ

楽しく手話を学びたい

Ａ5判　各96頁 
定価 各990円（本体900円+税10％） 

毎年定番の大人気シリーズ ！
（社福）全国手話研修センター・手話言語研究所が厚生労働省の
委託を受けて、毎年確定している新しい標準手話を掲載してい
ます。話題の言葉や普段使いの言葉が満載。
手話学習者必読の1冊です。
※2021は売り切れです。

Ａ５判　64頁　定価 1,320円（本体1,200円＋税10％）

絵を見ながら、形や動き表現する本です。1時間目から６時間目ま
で６つに区切った各章では、形や動きを〇・△・□で表現したり、手
と表情を連動させた動きを学びます。最後には応用クイズも付
いています！　ぜひ、頭を柔らかくして読んでみてください。イラ
ストと動画のQRコードで主に構成している本です。

「手話を学びたいけれ
どハードルが高いな」、
「サークルに通っている
けどなかなか上達しな
いなぁ…」と感じてい
るミドルエイジの方向
けに本を作りました。
スマホでQRコードを
読み取るだけで手軽
に学べます！

わたしたちの手話　新しい手話2017～2026

絵をみてあらわす手話練習帳
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Ａ5判　64頁　定価 880円（本体800円+税10％） 

イラスト・動画を見ながらちょこっと手話のお勉強
お試しください

　

42

女性：仕事は、終わった？ 
男性：まだまだ。 
女性：わかった。

女性：仕事は、終わった？ 
男性：ちょっと、待って。 
女性：待つ、待つ。

会話① -1

会話① -2

会話①：仕事、終わった？

仕事は、
終わった？

仕事は、
終わった？

まだまだ

ちょっと、
待って
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『わたしたちの手話』シリーズは、昭和44年に第１巻を発行以来、ろう者の
日常生活に用いられている手話を紹介し、広く親しまれてきました。
現在までに全10巻の他、続１、スポーツ用語、新しい手話I・II・III・IVを発行
しました。新しい手話シリーズは毎年12月頃に発行しています。
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3 3

楽しく手話を学びたい

ハンドブックシリーズ
～気軽に持ち運びできる手のひらサイズ～ 定価 各550円（本体500円+税10％）

標準手話ハンドブック
新型コロナウイルス感染症関連用語 ◆

「オミクロン株」等の単語も加えた新型コロナウイルス感染症関連の手話単
語集です。

標準手話ハンドブック　カタカナ語 外来語 ◆

「アカデミー」「デポジット」などカタカナ語や外来語を掲載した一冊です。イラ
ストや単語によっては動画が見られるQRも掲載しております。

標準手話ハンドブック
防災・災害関連用語 ◆

台風等の気象や地震関連の手話単語が満載です。
「気象」「地震」「災害・防災」「避難・救援」と、項目ごとに分けて掲載しています。

標準手話ハンドブック
平和・軍事関連用語 ◆

「ロシア」「ウクライナ」「ポーランド」等の国名手話も加え編集しました。
「命令」・「指令」など似た日本語でも、手話表現が違う単語を掲載しています。

国際手話ハンドブック
国名手話 ◆

『東京2025デフリンピック』開催を機に国際手話で国名手話が表現できるよ
うに、いままで夏季・冬季デフリンピックに参加した国を中心に掲載しています。
全ページ、動画が見られるQRに対応しています。

標準手話ハンドブック
医療関連用語 ◆

「内科」「食欲不振」など医療場面で使う手話単語を厳選し掲載しています。�
医療場面は通訳場面でも多いので通訳者や学習者の方々も必携です。

標準手話ハンドブック
慣用句の手話表現 ◆

「傍若無人」「我田引水」など慣用句の手話表現を掲載した一冊です。
慣用句の意味を手話言語から知る逆引きの一冊としてもお勧めです。
手話クイズのネタ等、楽しみながら使っていただきたいハンドブックです。
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44

楽しく手話を学びたい

Ａ5判　192頁　DVD（約60分）付
　定価 1,980円（本体1,800円+税10％）

ろう者の魅力ある手話を本と動画（DVD）で学べます
手話を始めたい方、講習会に通い始めたけれど家でも復習した
い方に最適です。
手話単語が全部で700語。これを覚えれば日常会話がスムーズ
にできます。
自己紹介・家族・趣味・病院・仕事など10シーンごとに短文・会話
例と「解説」、関連単語を収録。また、手話学習に必要な「基礎知
識」、手話やろう者に関する「Q&A」も掲載されています。

ＤＶＤで楽しく学べるはじめて出会う手話

新  日本語—手話辞典
Ｂ5判上製函入り　1,808頁　定価 24,200円（本体22,000円+税10％）

国内唯一の手話用例大辞典！
国内唯一の手話用例辞典です。
単語だけではなく会話例を10,000以上収載し、手話でのコミュニ
ケーションが一層広がります。
きこえない・きこえにくい人、手話通訳者、学習者を問わず、また医
療、教育、福祉の様々な分野で役立つ大辞典です。
・日常会話を豊富に収録�！
・表情豊かなイラストで使いやすく、わかりやすい�！
・充実の付録・索引で様々な使い方が可能�！
厚生労働省推薦　 全国学校図書館協議会選定図書 �

標準手話ハンドブック　法律・人権 関連用語 ◆

「公序良俗」「ヘイトスピーチ」など法律や人権に関する単語を掲載した一冊です。
イラストや単語によっては動画が見られるQRも掲載しております。

標準手話ハンドブック　介護関連用語 ◆

「介護」関連の名称等を掲載した一冊です。イラストや単語によっては動画が
見られるQRも掲載しております。コラムでは、ろうヘルパーのインタビュー
や、全国高齢聴覚障害者福祉施設を紹介しております。

標準手話ハンドブック　食べ物・飲み物 関連用語 ◆

「食べ物」「飲み物」関連の名称等を掲載した一冊です。
素材、商品の名詞はもちろん、「煮る」など料理に特化した動詞も紹介していま
す。
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5 5

楽しく手話を学びたい

手話関連グッズ─あったらいいなをグッズにしました─

おぼえようみんなの手話 ◆

Ｂ5判　192頁　定価 2,200円（本体2,000円+税10％）

手話が初めての人にはこの１冊 ！
初めて手話を学ぶ人にわかりやすい様に、文例すべてに手話のイラストを掲
載しています。
こんなに丁寧な手話学習書は他に類を見ません�！�手話の学習会には通えな
いけれど手話を覚えたい、そんなあなたには格好の学習書です。

新　手話ハンドブック
Ｂ5判変型　208頁　定価 1,650円（本体1,500円+税10％）

まず、手を動かしてみましょう ！　初心者から役立つ手話事典
２色刷で、使いやすい「手話入門｣の決定版です。
手話の基本となる「基本単語２００」「基本会話５０」を、イラストでわかりやすく
解説しています。
手話の歴史とその仕組み、ろう教育、全日本ろうあ連盟の歩みと現状も紹介し
ています。

全国地名手話マップ
Ｂ5判　132頁　定価 2,200円（本体2,000円+税10％）

都道府県・市・東京23区の表現を収録 ！
生まれた県名や、今、住んでいる市・区の手話ってどうやるんだろう？
全国の県や市・東京23区、合わせて806ヶ所を収録した日本初の地名手話集
です。

手話関連グッズ―全日本ろうあ連盟グッズ・アクリルチャーム―  ◆

『東京2025デフリンピック』を記念して、大会エンブレムをモチーフにしたアクリルチャームを制
作。他に『手話マーク』や『筆談マーク』など役立つグッズがいっぱい!

①『東京2025デフリンピック』大会エンブレムチャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：880円(税込)
②『JFD×青タツノコ』チャーム
　「手話言語の国際デー」のBlue！
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
③『JFD×赤タツノコ』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
④『手話マーク』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
⑤『きこえません』チャーム　
　サイズ：天地約5センチ　定価:550円(税込)
⑥『筆談マーク』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価:550円(税込)

①

②
③

④

⑤
⑥
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66

手話を学ぶ人のために～もうひとつのことばの仕組みと働き～ 
本名　信行・加藤　三保子　著

Ａ５判　132頁　定価 1,760円（本体1,600円+税10％）

言語学と社会言語学の観点から手話を解説してい
ます
手話は人間のもうひとつのことばです。
学習書とは違う観点から手話とはどういう言語かについて、
また手話の成り立ちや特徴などをイラストを使って分かり
やすく解説します。

・手話ってなに？どのようにできているの？
・手話の構成要素� ・手話の文法
・新しい手話をどうつくるか
・手話ということば�
・手話と社会

今すぐはじめる手話テキスト聴さんと学ぼう！ 

Ａ5判　64頁　定価 990円（本体900円+税10％）

市民講座、手話学習会等で指導者と一緒に 
学ぶための手話テキストです
手話が初めての方がろう者や手話について知り、自己紹介
や簡単な会話程度の手話を身につけることができる内容に
なっています。
カリキュラムは全12講座。各講座とも、場面別に「聴さ
ん」と一緒に会話から手話を学ぶ、誰もがはじめやすい
内容になっています。
※�本書は厚生労働省「手話奉仕員養成カリキュラム」に対応
していません。

聞こえないこととは？  ◆

定価 16,500円（本体15,000円+税10％）

＜小中学生向けデジタル教材＞
総合学習や道徳など、学校の授業に利用できるオンライン
教材です。1コマ（45分）分の指導案と動画URL（QRコー
ド）、及び生徒用ワークシートのセットです。アニメを見てき
こえない人のコミュニケーションや困りごとを学べます。
（この商品は、書店では購入できません）

楽しく手話を学びたい
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①『東京2025デフリンピック』大会エンブレムチャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：880円(税込)
②『JFD×青タツノコ』チャーム
　「手話言語の国際デー」のBlue！
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
③『JFD×赤タツノコ』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
④『手話マーク』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価：550円(税込)
⑤『きこえません』チャーム　
　サイズ：天地約5センチ　定価:550円(税込)
⑥『筆談マーク』チャーム
　サイズ：天地約4センチ　定価:550円(税込)
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Let's Try国際手話
Ａ５判　128頁　定価　1,980円（本体1,800円+税10％）

＜国際手話を覚えて、外国のろう者と話そう！＞
あいさつ・観光・乗り物・買い物・レストラン・スポーツ・病
院・トラブルの８つの場面での会話と必要な単語を、写真と
動画で学べます。
会話文・単語には英語を併記している為、英語の学習にも
役立ちます。

Let's Try国際手話2
Ａ５判　128頁　定価　1,980円（本体1,800円+税10％）

＜国際手話を覚えて、外国のろう者ともっと話そう！＞
Let's�Try国際手話【続編】です。これがあれば海外のろう者
に日本文化を案内できます！�空港・ホテル・街歩き、ろう者
の生活、日本の文化など8つの場面での会話文と必要な単
語を学べます。
QRコードを読み取れば国際手話動画を見ることができま
す。また、会話文・単語には英語を併記しています。

使える！ スポーツ手話ハンドブック 
Ａ５判　160頁　定価　1,430円（本体1,300円+税10％）

『東京2025デフリンピック』が開催！
大会運営にも役立つ！
スタッフやボランティア必携の一冊です
デフリンピックをはじめ、オリンピック・パラリンピックなど、
全国各地で開催されるスポーツ大会などで使えるさまざま
な手話表現を網羅した書籍です。競技名だけでなく、大会や
式典、大会運営に関わる人に役立つ用語を中心に幅広い分
野の手話を246単語収録しています。

楽しく手話を学びたい
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一般財団法人 全日本ろうあ連盟
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88

子どものための手話事典

新たっちゃんと学ぼう！　耳の聞こえない人たちのこと◆

ようこおばさんの手話で満腹クッキング ！　②

Ｂ5判変型　182頁　定価 3,300円（本体3,000円+税10％）

調べることっておもしろい ！
手話を学ぶ子どもから大人まで役立つ手話事典です。
手指の動きが見やすい約500の基本用語の手話を分かり
やすく解説しています。

Ａ5判　20頁　定価 220円（本体200円+税10％）

聞こえないってどんなこと？
手話ってなんだろう？
小学校の「総合学習の時間」などで、子どもたちが福祉や身
体障害者について学ぶ機会が増えています。このパンフレッ
トは、聞こえないことや手話についての理解を目的に、小学
４年生のたっちゃんの疑問に答えるかたちで、わかりやすく
解説したものです。子どもだけでなく、初心者向けの手話教
室など、初めてきこえない・きこえにくい人に接する一般の
方にもお勧めです。

A4判変型　64頁　定価 各1,100円（本体1,000円+税10％）

おいしく食べて、楽しく手話を覚えちゃおう ！
手話と料理が盛りだくさん！
※『ようこおばさんの手話で満腹クッキング①』は販売終了
しました。

楽しく手話を学びたい
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9 9

ろう者についてもっと知りたい

全日本ろうあ連盟70年史◆ ～社会への完全参加と平等を目指して～ 

A４判上製本フルカラー　335頁
　定価 9,900円（本体9,000円+税10％）

本書はろう者がなかまと共に築いてきた70年
の「ろうあ運動」の歴史書です

1947（昭和22）年に全日本ろうあ連盟が結成され、こ
こから「ろうあ運動」が始まりました。なかまと共にろう
者への差別・偏見と闘ってきた70年間の出来事が、1年
ごとに写真と共に掲載され、その年の出来事が一目で
わかります。また、運転免許取得や民法11条改正、差別
法令改正など、テーマごとにろうあ運動の道のりがわ
かる内容になっています。
全国47都道府県の加盟団体の歴史も網羅し、日本の
ろうあ運動の歴史がこの１冊でわかります。

DVD   段また段を成して◆

～全日本ろうあ連盟創立70周年記念ドキュメンタリー映画～ 
45分　定価 1,325円（税込・送料込）

　全編字幕付き

～ ろう者の言葉、それは「手話」。「手話」無くして
私たちは闘うことはできなかった。まさに「手話
はいのち」～

70年の長きに渡り、ろう者は苦しみを乗り越え差別や偏見
と闘ってきました。
「一人はみんなのために、みんなは一人のために」の思いで
繋いできた70年の道のりを、長年ろ
うあ運動に携わってきた先輩ろう者
が若いろう者に語りながら辿ります。

　　内　容
　　　・70年のあゆみ（年表）
　　　・70年のあゆみ（テーマごとに）
　　　・加盟団体の歴史
　　　・ともにたたかってきた仲間たち
　　　・未来に向かって
　　　・資料集

（本編より）
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ろう者についてもっと知りたい

一人ひとりが輝く　
～きこえない人びとの暮らしを支える拠点づくりのために～

Ｂ5判　166頁　定価　1,650円（本体1,500円+税10％）

ろう重複障害者、ろう高齢者のための施設づくりや、東日本大震災の支援活動
に取り組んできた人びとの真摯な声をまとめ、一人ひとりの暮らしとその人生
を豊かに生きていくために、今後どのような制度や事業を進めていくべきかを
提言しています。「きこえない人びとの暮らしを支えるものは何か」がわかる書
です。

手話美しく　～伊東雋祐の歌
松本　晶行　著

Ａ5判　238頁　定価 2,090円（本体1,900円+税10％）

ろう者の悲しみ、手話通訳者の苦しみ、そして両者の喜びを歌った全国手話
通訳問題研究会の初代運営委員長　故伊東雋祐氏。
氏のろう者や手話への想いあふれる歌に、同時代を生きた著者がろう者と
しての想いを重ねて織り上げた珠玉の１冊です。

21世紀のろう者像
Ａ5判　276頁　定価 3,143円（本体2,857円+税10％）

激動する社会情勢の中、聴覚障害者を取り巻く「現在」を、生活・教育・福祉など
さまざまな視点から解説した、聴覚障害者問題の専門書です。
きこえない・きこえにくい人の福祉に携わるみなさんへ贈る、必携の１冊です。

聴覚障害児・者支援の基本と実践
奥野　英子　編著

Ｂ5判　266頁　定価 3,080円（本体2,800円+税10％）

より質の高い聴覚障害者支援を行うための実践書 ！
すぐに役立つ知識と実践がこの１冊に凝縮されていて、きこえない・きこえに
くい人に関わるすべての方に必携の１冊です。

手話言語白書 多様な言語の共生社会をめざして 
Ａ5判　312頁　定価　2,750円（本体2,500円+税10％）

教育や就労などでろう者が受ける様々な差別や偏見の根底には手話への
無理解があります。手話が言語であることへの理解を広め、きこえる人に
とっての音声言語と同様にきこえない人も手話言語を自由に使って暮らせ
る社会を実現する上で何が課題かを、当事者の立場からわかりやすく解説
します。�

バイリンガルろう教育の実践　－スウェーデンからの報告－
鳥越　隆士 ・ グニラ・クリスターソン　著

Ｂ5判変型　160頁　定価 2,750円（本体2,500円+税10％）

北欧の教室で子どもたちは手話による「学び」をどのように体験しているか、ス
ウェーデンにおけるバイリンガルろう教育の実践報告です。
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災害に、あせらず、あわてずに対応するために

ろう者についてもっと知りたい

一人ひとりが輝ける未来へ◆

～ろう者の権利保障と手話の言語的認知を求めて70年～ 
B５判　48頁　定価 550円（本体500円+税10％）

初めての人にも読みやすく、ろうあ運動の70年
の歴史を分かりやすく学べます
1947年に全日本ろうあ連盟が創立されて以来、ろう者
は差別や障壁をどのように乗り越えてきたか、課題ごと
に紹介しています。
内　容
　・ろう者の運転免許取得運動
　・手話の広がりと手話通訳制度　
　・ろう者の教育環境
　・デフスポーツのいままでとこれから　等

［手話奉仕員養成講座　副教材］

手話で防災【改訂版】 ◆

守ろう！ ＬＩＦＥ ◆

A5判　54頁　定価　770円（本体700円+税10％）

皆さんの職場やご近所に、耳のきこえない人はいま
せんか？
いつ起きるかわからない災害から身を守るのはとても大変
なことです。「危険」をどのように知ればよいのか…災害発生
時のきこえにくい人への支援を地域の方々にご理解いただ
けるよう、わかりやすく解説しました。�きこえにくい人と共に
暮らす地域のコミュニケーションに、防災に、ぜひお役立てく
ださい�！

A4判　96頁　定価　1,430円（本体1,300円+税10％）

いつ起きるかわからない災害から身を守るには？
災害が発生したとき、きこえにくい人の命や身を守るには何
をすべきかを解説しています。初動対応、安否確認、救援体
制のつくり方を東日本大震災時の聴覚障害者救援活動の実
例から学びます。当事者団体、支援団体関係者及び行政関
係者など地域防災ネットワーク作りの推進者、また、地域防
災学習会等に携わる方や参加者のためのテキストとしてお
すすめの一冊です。
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読んで楽しく「わかる」「学べる」４コマ漫画

医療の手話シリーズ

聴さん　今日も行く ！
Ａ5判　102頁　定価 990円（本体900円+税10％）

皆に笑いと元気を与えてくれる「聴さん」！ 
ろう者の生活や日常で困ること、
ろうあ運動について、読んで楽しく
「わかる」「学べる」４コマ漫画 ！
全日本ろうあ連盟機関紙『日本聴力障害新聞』に1988年か
ら2017年まで連載されていた大人気4コマ漫画「聴さん」、
その選りすぐりの158作品を一冊にまとめました。
作者ナカ・ミチ氏の「聴さん」の裏話やろうあ運動に関するコ
ラムなど、「聴さん」ファンだけではなく、手話初心者・学習者
にもおススメの一冊です。

※手話で必見！医療のすべて②＜人間ドック・健診編＞は完売いたしました。

手話で必見 ！ 医療のすべて①〈外来編〉
Ｂ5判　128頁　定価 2,200円（本体2,000円+税10％）

聴覚障害者・手話通訳者・医療関係者をつなぐシリーズ第1弾 ！
単なる医療手話の単語集ではありません。
医療の知識や用語もわかりやすく解説してあります。

手話で必見 ！ 医療のすべて③〈特定健康診査・特定保健指導編〉
Ｂ5判　128頁　定価 2,200円（本体2,000円+税10％）

血圧が高め、運動嫌い、お酒は毎日・・・そんなあなたは要注意 ！
ひと目でわかるメタボリックシンドロームとその対策、予防策など知っておき
たい情報を網羅しています。

別冊　手話でわかりやすい体と病気
Ｂ5判　96頁　定価 2,750円（本体2,500円+税10％）

人体・病気の名称を手話で表わした単語集。
「胆のうってどこにあるの？」手話をみると臓器の位置までわかります！
病名や、症状の手話も多数掲載しています。
医療現場でよく使う単語を１冊にまとめた日本で初めての本です。
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テキストシリーズ

厚生労働省手話奉仕員・手話通訳者養成カリキュラムに
対応したテキストです

手話通訳Ⅰ　ホップ　ステップ　ジャンプ ◆

A4判　69頁　定価 3,080円（本体2,800円+税10％）

厚生労働省手話通訳養成カリキュラム対応、手話通訳者養成講座のテキストです。
「手話通訳者養成講座基本課程」の内容が盛り込まれた、手話通訳者になるための学
習に最適なテキスト。ろう者の手話語りの内容をつかみ、「要旨」「要約」「通訳」といった
流れで学習できます。ＤＶＤ付き。

【全面改訂版】
手話奉仕員養成テキスト　手話を学ぼう　手話で話そう

A4判　166頁　定価 3,300円（本体3,000円+税10％）

改訂された厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに対応し、手話奉仕員養成
講座テキストの全面改訂を行いました。この【全面改訂版】はDVDではなく、別途
動画視聴システム（有料）で動画をご覧いただくことになっています。

手話奉仕員養成のための講義テキスト　改訂版
A4判　70頁　定価 990円（本体900円+税10％）

厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに対応しています。入門編では、聴覚障
害や手話言語の基礎知識、聴覚障害者の生活等を学び、基礎編では障害者福祉
の基礎、ろうあ運動ときこえない人に関する福祉制度等を学べます。

手話通訳者のための日本語演習
A4判　88頁　定価 1,420円(本体1,300円+税10％）

現在手話通訳者として活動している方、手話通訳者を目指して学んでいる方に向け
た「日本語」の学びを深めるテキストです。一つの言語としての視点からとらえた「日
本語文法」や翻訳の基礎となる「やさしい日本語への書き換え」を具体例とともに理
論的に学びます。また、演習問題で実践力を磨くことのできる内容となっています。

手話通訳 Ⅱ　ホップ　ステップ　ジャンプ ◆

A4判　67頁　定価 3,080円（本体2,800円+税10％）

厚生労働省手話通訳養成カリキュラム対応、手話通訳者養成講座のテキストで
す。「手話通訳者養成講座応用課程・実践課程」の内容が盛り込まれた、手話通訳
者になるための学習に最適なテキスト。ＤＶＤ付き。

手話通訳 Ⅲ　ホップ　ステップ　ジャンプ ◆

A4判　59頁　定価 3,080円（本体2,800円+税10％）

厚生労働省手話通訳養成カリキュラム対応、手話通訳者養成講座のテキストで
す。「手話通訳者養成講座実践課程」の内容が盛り込まれ、模擬通訳場面練習、
手話通訳実習を通して手話通訳者になるための学習に最適なテキスト。ＤＶＤ付
き。

手話通訳者養成のための講義テキスト【改訂版】 ◆

A4判　90頁　 定価 1,980円（本体1,800円+税10％）

厚生労働省手話通訳養成カリキュラム対応、手話通訳者養成講座講義テキスト改
訂版です。手話通訳者になるための基礎知識（手話通訳者制度、障害者福祉につ
いてなど）を理論的に学ぶことができます。

13

テキストシリーズ
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論的に学びます。また、演習問題で実践力を磨くことのできる内容となっています。
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講師の方向けです！

テキストシリーズ

手話通訳Ⅰ　ホップ　ステップ　ジャンプ　指導書 ◆

A4判　173頁　定価 3,850円（本体3,500円+税10％）
『手話通訳Ⅰ　ホップ　ステップ　ジャンプ』に対応する講師用教本です。
（ＤＶＤ付）

［全面改訂版］　手話奉仕員養成テキスト
手話を学ぼう　手話で話そう　講習会用　DVD ◆

ＤＶＤ２枚組　Ａ５サイズ トールケース入り　定価22,000円（本体20,000円+税10％）

『手話奉仕員養成テキスト�手話を学ぼう�手話で話そう�（全面改訂版）』に対応
した受講者用クラウドの手話動画をＤＶＤに収めました。（音声・ホームワーク
はありません。※2023年10月31日時点の受講者用クラウドの内容となります）
インターネット環境がない手話講習会会場での動画視聴、主催者や講師の打ち
合わせなど、手話講習会の運営担当者が活用できる動画教材として作成しまし
た。

［全面改訂版］　手話奉仕員養成テキスト
手話を学ぼう　手話で話そう　指導書 ◆

A4判　110頁　定価2,750円（本体 2,500円+税10％）
奉仕員養成担当講師の必読の書！�2023年7月発行『手話奉仕員養成テキスト�
手話を学ぼう�手話で話そう�（全面改訂版）』に対応した、講師用指導書です。
各講座の指導内容を見開きで解説しています。2023年６月に厚生労働省から
通知された新しい学習指導要領・手話奉仕員養成カリキュラムも掲載してい
ます。

手話通訳Ⅱ　ホップ　ステップ　ジャンプ　指導書 ◆

A4判　163頁　定価 3,850円（本体3,500円+税10％）
『手話通訳Ⅱ　ホップ　ステップ　ジャンプ』に対応する講師用教本です。
（ＤＶＤ付）

手話通訳Ⅲ　ホップ　ステップ　ジャンプ　指導書 ◆

A4判　93頁　定価 3,850円（本体3,500円+税10％）
『手話通訳Ⅲ　ホップ　ステップ　ジャンプ』に対応する講師用教本です。
（ＤＶＤ付）
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全国手話検定試験シリーズ

「全国手話検定試験」とは…
手話コミュニケーション能力をレベルに合わせて認定する「全国手話検定試験」。
学習期間や習得単語数によって、5・4・3・2・準1・1級とレベルを設定しています。
手話の知識だけではなく、面接委員と手話で会話をすることにより、ろう者と手話
でどの程度コミュニケーションができるのかを評価認定します。

これで合格！ 2025全国手話検定試験
DVD付き　第19回全国手話検定試験解説集

改訂　よくわかる ！
手話の筆記試験対策テキスト

Ｂ5判　180頁　定価　3,960円（本体3,600円+税10％）

第19回全国手話検定試験（2024年度実施）の5級～1級の問題及び解
答・解説を収載。実技試験問題を収録したDVD付きで、手話の実際をわ
かりやすく解説する。手話の読み取り・表現のポイントや筆記試験対策の
解説も充実。巻末には5級～準1級の基本単語一覧を収載。

Ｂ5判　198頁　定価 2,420円（本体2,200円+税10％）

聴覚障害者の暮らしや手話の歴史、耳の仕組み、聴覚障害者関連福祉制
度などについて、わかりやすく解説した、全国手話検定試験（2級・準1級・
1級）の学習者向け参考書です。

これで合格 ！ 2024全国手話検定試験　DVD付き　第18回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　180頁　定価 3,960円（本体3,600円+税10％）
これで合格 ！ 2023全国手話検定試験　DVD付き　第17回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　178頁　定価 3,740円（本体3,400円+税10％）
これで合格 ！ 2022全国手話検定試験　DVD付き　第16回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　176頁　定価 3,740円（本体3,400円+税10％）
これで合格 ！ 2021全国手話検定試験　DVD付き　第15回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　176頁　定価 3,520円（本体3,200円+税10％）
これで合格 ！ 2020全国手話検定試験　DVD付き　第14回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　172頁　定価 3,520円（本体3,200円+税10％）
これで合格 ！ 2019全国手話検定試験　DVD付き　第13回全国手話検定試験解説集
 Ｂ5判　170頁　定価 3,520円（本体3,200円+税10％）

全国手話検定試験解答集シリーズ
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全国手話検定試験シリーズ

「全国手話検定試験シリーズ」の商品は書店でもご購入いただけます。
その場合、出版社名は中央法規出版の名前でご注文ください。
商品の掲載内容についてのお問い合わせは編集元の社会福祉法人全国手話研修
センターまでお願いいたします。
社会福祉法人全国手話研修センター　TEL 075-871-9741　FAX 075-873-2647

「手話でステキなコミュニケーション　ＤＶＤで学ぶ手話の本」シリーズ
このシリーズは｢全国手話検定試験｣の基本単語リストに対応した5級～2級テキス
トの全面三訂版および準1級・1級テキストの全面改訂版です。試験対策だけでな
く、日常会話で参考になる手話表現を豊富に収録したDVDブックです。
基本単語リスト対応

手話でステキなコミュニケーション5　改訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　準1級・1級対応

Ｂ5判　98頁　定価　3,960円（本体3,600円+税10％）

手話でステキなコミュニケーション4　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　2級対応

Ｂ5判　86頁　定価　3,740円（本体3,400円+税10％）

手話でステキなコミュニケーション3　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　3級対応

Ｂ5判　78頁　定価　3,520円（本体3,200円+税10％）

手話でステキなコミュニケーション2　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　4級対応

Ｂ5判　70頁　定価　3,300円（本体3,000円+税10％）

手話でステキなコミュニケーション1　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　5級対応

Ｂ5判　70頁　定価　3,080円（本体2,800円+税10％）
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手話でステキなコミュニケーション2　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　4級対応

Ｂ5判　70頁　定価　3,300円（本体3,000円+税10％）

手話でステキなコミュニケーション1　三訂DVDで学ぶ手話の本
全国手話検定試験　5級対応

Ｂ5判　70頁　定価　3,080円（本体2,800円+税10％）

28304950 2025_出版物のご案内_本文-B5.indd   1628304950 2025_出版物のご案内_本文-B5.indd   16 2025/11/18   17:44:482025/11/18   17:44:48



17 17

定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞
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お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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第９０８
号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！

17

定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞

日本聴力障害新聞

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！

17

定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞
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お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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JAPANESE　DEAF　NEWS

（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！
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定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞

日本聴力障害新聞

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！

17

定期刊行物など定期刊行物など 定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞

日本聴力障害新聞

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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第９０８
号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」で
定
め
た
日
で
あ
り
、本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない・きこえにくい人に関わるジャーナル。他の新聞や雑誌にない
新鮮な情報をお届けします。試験対策や話題作りにも必読！です。

きこえない人の暮らしも学ぼう！
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定期刊行物など定期刊行物など

日聴紙特製バインダー　限定販売中！◆

Ａ３サイズ
ポリプロピレン製カバー
1,800 円（税込）＋送料実費

毎月届く日本聴力障害新聞を置
きっぱなしにしたり、なくしたりし
ていませんか？
『日聴紙特製バインダー』１冊で２
年分を保管でき、かつ、紙面がき
れいな状態で読み返すことができ
ます！

バックナンバーも販売中。品切れの際はご容赦ください。
ただし当連盟の加盟団体で購入できる場合がありますので、
加盟団体へお問い合わせください。

毎号、グラビアと読み応えのある多彩な内容で、毎号、グラビアと読み応えのある多彩な内容で、
ろう者等を取り巻く現状を伝えます。ろう者等を取り巻く現状を伝えます。

Ａ４判 68 頁（表紙／口絵カラー）
年間購読料 4,148 円（送料・税込）
１冊 950 円（税込）

お近くの加盟団体事務所で、送料無料で購入できる場合があります。
一度お問い合わせください。

年4回
発行

バックナンバーも
好評販売中。

きこえない・きこえにくい人に関わるジャーナル。他の新聞や雑誌にない
新鮮な情報をお届けします。試験対策や話題作りにも必読！です。

ぜひあなたもご購読を！ぜひあなたもご購読を！
♦

特集テーマが毎回
変わるので、視野
が広がります

17

定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人
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（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞
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お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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JAPANESE　DEAF　NEWS

（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！
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定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞
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お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ
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第９０８
号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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JAPANESE　DEAF　NEWS

（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」
で
定
め
た
日
で
あ
り
、
本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、
「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、
「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
連載中

月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
手話クロスワード手話クロスワード
パズルパズル

きこえない人の暮らしも学ぼう！

18

定期刊行物など定期刊行物など 定期刊行物など定期刊行物など

日聴紙特製バインダー　限定販売中！◆

Ａ３サイズ
ポリプロピレン製カバー
1,800 円（税込）＋送料実費

毎月届く日本聴力障害新聞を置
きっぱなしにしたり、なくしたりし
ていませんか？
『日聴紙特製バインダー』１冊で２
年分を保管でき、かつ、紙面がき
れいな状態で読み返すことができ
ます！

バックナンバーも販売中。品切れの際はご容赦ください。
ただし当連盟の加盟団体で購入できる場合がありますので、
加盟団体へお問い合わせください。

毎号、グラビアと読み応えのある多彩な内容で、毎号、グラビアと読み応えのある多彩な内容で、
ろう者等を取り巻く現状を伝えます。ろう者等を取り巻く現状を伝えます。

Ａ４判 68 頁（表紙／口絵カラー）
年間購読料 4,148 円（送料・税込）
１冊 950 円（税込）

お近くの加盟団体事務所で、送料無料で購入できる場合があります。
一度お問い合わせください。

 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

年4回
発行

バックナンバーも
好評販売中。

きこえない・きこえにくい人に関わるジャーナル。他の新聞や雑誌にない
新鮮な情報をお届けします。試験対策や話題作りにも必読！です。

ぜひあなたもご購読を！ぜひあなたもご購読を！
♦きこえない人の暮らしも学ぼう！

特集テーマが毎回
変わるので、視野
が広がります
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定期刊行物など定期刊行物など

一般財団法人全日本ろうあ連盟の定期刊行物
ご注文の方は下記 URL 記載の最寄りの連盟加盟団体までご連絡ください。
https://www.jfd.or.jp/about/kamei
また、右記 QR コード記載のホームページからもご注文やお問い
合わせができます。

『日聴紙』『季刊みみ』等のお申し込
み・お問い合わせは下記または、ホー
ムページ（右下ＱＲコードからもア
クセスできます）までお願いします。
なお、『日聴紙』の年間購読料のお

支払いについては、ゆうちょ銀行や、
コンビニエンスストアでのお支払い
の他、購読料がお得な 3年間まとめ
払いや、ゆうちょ銀行口座からの自
動引き落としがあります。

日本聴力障害新聞で連載したマンガが１冊の
単行本になりました。
差別に直面し、孤立していたろう者たちが、全国ろうあ青年研究
討論会で語り合い、立ち上がり、権利を求めて闘い続けた軌跡
が描かれます。この団結し、連帯した取り組みは、現在の連盟の
運動に引き継がれています。
� （漫画：濱田咲乃・濱田彩乃）
※�おかげ様で、品切れとなりましたが、当連盟の加盟団体で購入で
きる場合がありますので、加盟団体へお問い合わせ下さい。

Ａ５判　132 頁　
定価　1,100 円（税込・送料別）

マンガ 『ろう者たち～権利を求めて～』 ◆
（原作・髙田英一〔全日本ろうあ連盟元理事長〕）

36人のろう者から実際に話をお聞きしている感覚に
カメラマンの豆塚猛さんが36人のろう者
たちの波瀾万丈な生き様をとらえ、スナッ
プ写真と文章で伝える貴重な一冊です。
ページをめくると、ろうの先輩方から実際
に話をお聞きしているような感覚になり
ます。
� （写真・文　豆塚猛）

Ｂ５判　180 頁　モノクロ
定価　1,650円（税込・送料別）

『道～ろうあ運動を支えた人びと～』 ◆

17

定期刊行物など定期刊行物など 定期刊行物など定期刊行物など

日本聴力障害新聞　縮刷版 ◆

過去に発行された日本聴力障害新聞の集大成、
活動の歴史に触れられます。
第 12 巻（平成 28 ～令和２年）　
9,350 円（税込・送料別）［在庫僅少］
※第１巻～第 11 巻は販売終了となりました。

全国約12,000人の方々に全国約12,000人の方々に
お読みいただいています。お読みいただいています。

タブロイド判 12 頁
（1・2・11・12 面カラー）
年間購読料 4,300 円（送料・税込）

※ ご希望の方には初回に限り、見本紙（無料）を
お送りします。

日本聴力障害新聞　DVD-ROM版 ◆

2003（平成 15）年１月号～ 2016（平成 28）年８月号までの
14 年分を収載 !!
Windows では XP 以上の OS で閲覧できます。
Mac では OS10.4.11 での動作を確認しています。
9,900 円（税込・送料別）［在庫僅少］

（11）　　２０２５年９月１日

第９０９号

（協力：東京都立葛飾ろう学校高等部専攻科食物系）

かつろうキッチン！かつろうキッチン！

コメント
　秋といえば栗ですね。栗には殻

から

付きと剥
む

き身
み

の２通りの市販品がありますが、
殻を剥く手間が不要な剥き身のタイプがオススメです。甘栗を使った料理とお菓
子で、ぜひ秋の味覚をお楽しみください。� 【担当…藤林恭兵さん（指導員）】

秋のおすすめ料理です！

5

材料（２人分）
【Ａ】
鶏もも肉……………………大１枚玉ねぎ………………………1/2個スライスベーコン……………２枚甘栗（剥

む

き身）…………………８粒白ワイン………………… 100mlバター…………………………10g塩・コショウ……………………少々パセリ…………………………適量油…………………………小さじ１【Ｂ】
甘栗（剥き身）…………………８粒砂糖………………………大さじ１水…………………………小さじ１バター………………………… ５gシナモン………………………少々アイス（市販）…………………適量

連
� 載

工程③

【Ａ】

①玉ねぎとベーコンは厚めにスライスする。②鶏もも肉を1/2枚にカットし、塩コショウする。③フライパンに油をひき、鶏もも肉（皮面を下に）を中火で焼く。皮がパリッとするまで加熱。
④焼き色がついたら裏返し、玉ねぎとベーコンを加えて炒める。⑤玉ねぎがしんなりしたら白ワインと甘栗を加え、蓋

ふた

をせずに煮詰める。⑥煮詰まったらバターを加えてとろみをつけ、塩コショウで味を整える。⑦盛り付けて【Ａ】完成。⑧甘栗は角切りにする。⑨フライパンに砂糖と水を入れ、薄いカラメル色になるまで加熱。⑩甘栗を加えて火を止める。⑪バターとシナモンを加えてなじませる。⑫粗熱が取れたらアイスに盛り付けて【Ｂ】完成。

調 理 工 程 所要時間：約１時間

一緒に 【Ａ】甘栗と鶏もも肉の白ワイン煮【Ｂ】甘栗のキャラメリゼ  アイス添え

【Ｂ】

工程⑤

＜第三種郵便物認可＞

日本聴力障害新聞

　ま
ず
、
連
盟
の
髙
田
英
一
参
与

（
元
理
事
長
）に
よ
る
再
会
の
喜
び

を
伴
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

　連
盟
の
久
松
三
二
事
務
局
長
は

ス
ピ
ー
チ
で
、「
企
業
に
お
け
る

ろ
う
者
正
職
員
の
身
分
降
格
の
問

題
に
つ
い
て
石
野
さ
ん
が
日
聴
紙

　高
木
夫
妻
は
２
０
１
８
年
３
月

に
本
紙
の
取
材
を
受
け
て
旧
法
や

裁
判
の
意
味
を
初
め
て
知
り
、
本

紙
同
年
４
月
１
日
号
で
、
夫
妻
の

事
情
を
匿
名
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　高
木
賢
夫
さ
ん
は
そ
の
後
に
大

矢
暹
さ
ん
の
支
援
を
受
け
て
悩
ん

だ
末
に
同
年
６
月
の
記
者
会
見
に

実
名
で
応
じ
ま
し
た
。し
か
し
、島

根
県
に
あ
る
妙
子
さ
ん
の
実
家

は
、昔
な
が
ら
の
名
家
で
、マ
ス
コ

ミ
の
報
道
で
本
件
を
知
っ
た
妙
子

さ
ん
の
親
戚
が
「
名
家
の
子
が
国

を
訴
え
る
と
は
何
事
か
」
と
高
木

夫
妻
に
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。「
も

し
名
前
を
公
表
さ
れ
た
ら
親
戚
は

妙
子
さ
ん
と
の
縁
を
切
る
」
と
ま

で
話
さ
れ
た
た
め
、
賢
夫
さ
ん
は

妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
裁
判

中
、仮
名
で
闘
い
、最
後
ま
で
親
戚

と
の
約
束
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

　こ
の
度
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

発
行
の『
季
刊
み
み
』
最
新
号
で

「
優
生
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
高
木
さ
ん

の
顔
写
真
を
掲
載
す
る
案
が
持
ち

上
が
っ
た
た
め
、
本
紙
編
集
部
は

妙
子
さ
ん
の
後
見
人
を
通
し
て
、

妙
子
さ
ん
の
実
弟
の
大
屋
さ
ん

（
仮
名
・
80
）
に
こ
の
可
否
を
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
事
情
を

説
明
い
た
だ
き
、
公
表
へ
の
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
ず
、
大
屋
さ
ん
は
先
述
の
高

木
夫
妻
や
親
戚
の
行
動
を
全
く
知

に
面
会
し
ま
し
た
。
大
屋
さ
ん
は

「
僕
が
実
名
の
公
表
を
承
諾
す
る

こ
と
が
、
義
兄
と
姉
が
長
年
に
わ

た
る
苦
し
み
や
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
へ
の
慰
め
に
な
れ
ば
、

姉
は
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　妙
子
さ
ん
は
闘
争
中
、
生
前
の

賢
夫
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。「
あ
な

た
と
の
結
婚
生
活
は
本
当
に
楽
し

く
て
、幸
せ
で
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
わ
。
あ
な
た
と
出
会
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
田
舎
で
つ
ま
ら
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」。
長
年
、
高
木
夫
妻

に
寄
り
添
っ
て
き
た
手
話
通
訳
者

は
映
像
で
そ
の
様
子
を
目
に
し
て

涙
し
、「
こ
ん
な
２
人
か
ら
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
を
奪
っ
た
法
律
は

本
当
に
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妙
子

さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
７
人

の
う
ち
、
妙
子
さ
ん
と
大

屋
さ
ん
以
外
は
現
在
、
他

界
し
て
い
ま
す
。
妙
子
さ

ん
に
後
見
人
が
つ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
義
姉
か

ら
妙
子
さ
ん
の
こ
と
を
一

任
さ
れ
た
こ
と
で
初
め
て

経
緯
を
知
り
、
大
屋
さ
ん

は
昨
年
６
月
に
妙
子
さ
ん

取
材
に
来
ら
れ
、
報
道
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
問
題
へ
の
理
解
が
広

ま
り
、
支
援
者
が
増
え
て
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
を
元
気

に
す
る
力
が
石
野
さ
ん
に
あ
る
。

連
盟
入
局
後
、『
失
敗
し
て
も
良

い
。
俺
が
責
任
を
取
る
か
ら
』
と

言
っ
て
く
れ
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ

た
こ
と
も
」
と
、

こ
れ
ま
で
の
支
え

へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

　さ
ら
に
次
の
よ

う
に
石
野
さ
ん
の

功
績
を
称
え
る
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。
石
橋
大
吾

連
盟
理
事
長
「
鳥

取
県
で
の
手
話
言

語
条
例
制
定
後
の

正
月
に
、
ろ
う
者

の
家
へ
親
戚
た
ち

が
集
ま
り
、
ろ
う
者
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

〝
手
話
は
い
の
ち
〞
を
全
国
へ
広

め
た
」
、
黒
﨑
信
幸
研
修
セ
ン
タ

ー
前
理
事
長
「
息
子
を
抱
え
て
川

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
足

下
が
危
な
く
な
っ
た
が
、
息
子
を

守
っ
て
、
自
分
の
足
を
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
セ
ン

タ
ー

を
守
っ

て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
、
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
長
の
竹
下
義
樹
さ
ん
「
他
の

障
害
者
と
同
じ
目
線
で
活
動
し
て

き
た
」
等
。

　そ
し
て
親
族
を
代
表
し
て
兄
の

石
野
正ま
さ
よ
し
義
さ
ん
が
「
弟
は
今
後
も

ろ
う
あ
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

だ
ろ
う
。
親
も
今
日
の
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　石
野
さ
ん
は
妻
・
巳み

つ

こ

津
子
さ
ん

と
と
も
に
謝
辞
に
立
ち
、
滋
賀
県

で
勲
章
を
受
章
し
た
ろ
う
者
は
石

野
さ
ん
が
２
人
目
で
あ
り
、
最
初

に
受
章
し
た
竹
工
芸
家
で
ろ
う
話

学
校
の
恩
師
、
杉
田
静

し
ょ
う

山ざ
ん

さ
ん

の
こ
と
を
紹
介
。
続
い
て
、「
親

戚
23
人
全
員
が
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
仲
間
た
ち
と
50
年
以
上
、
闘

っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち
は
手
話
を

守
り
、
差
別
や
偏
見
と
闘
っ
て
き

た
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
の
権
利
や
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
〝
手
話
は
い

の
ち
〞
で
あ
る
。
重
複
障
害
が
あ

っ
た
娘
と
息
子
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
が
、
い
つ
も
私
た
ち
夫
婦

を
励
ま
す
よ
う
に
笑
顔
を
振
り
ま

き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
、
２

人
に
勲
章
を
授
け
た
い
想
い
」
と

話
し
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
「
生

か
さ
れ
て
生
き
て
き
た
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

生
き
て
い
く
」
を
紹
介
し
、
仲
間

た
ち
に
捧
げ
ま
し
た
。

妻・巳津子さんを伴って石野参与が謝辞

高木夫妻（2018年３月に撮影）

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
石
野
富
志
三
郎
参
与
（
前
理
事
長
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
が
連
盟
と
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
に
よ
り
、
７
月
21
日
に
滋
賀
県
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
１
３
人
が
祝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。

石
野
さ
ん
は
６
月
末
に
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に
就
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
と
し
て
国
を
訴
え
る
た
め
に
日
本
で
最
初
に

立
ち
上
が
っ
た
ろ
う
者
夫
妻
の
名
前
を
こ
の
ほ
ど
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は

高
木
賢
夫
さ
ん
と
妙
子
さ
ん
で
、
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
賢
夫
さ
ん
は
裁
判
で
闘
争
中

の
20
年
11
月
に
81
歳
で
逝
去
、
妙
子
さ
ん
（
85
）
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
夫
妻

ろ
う
者
夫
妻
のの
実
名
実
名
をを
公
表
公
表

闘
い
を
こ
れ
か
ら
もの

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

「
手
話
手
話
はは
い
の
ち

い
の
ち
」

旧
優
生
保
護
法
に
最
初
に
立
ち
向
か
っ
た

あ
な
た
に
出
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た

石野参与の石野参与の
旭日小綬章旭日小綬章
受章祝賀会に受章祝賀会に
２１３２１３人人

きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
きょく� じつ� しょう� じゅ� しょう
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 4コママンガ 4コママンガ
「アイの玉手箱」「アイの玉手箱」

（５）　　２０２５
年９月１日

第９０９号

新しい手話新しい手話

り ゆ う せ い あ み ち

さ か な は た い だ ん

い く ぎ や く い し か

く わ ん お る な な

る り お ち ど あ み み

ー い う よ う き っ す

ほ ち よ う き る ご ご

か ば う い よ か き す

すいか割
わ

り
応募総数60人、正

解者59人。

〈８月１日号掲載ク
イズの解答〉

当選者（３人）当選者（３人）

①立てた両
手２指の甲を

前に向けてつ
け、半円を描

いて手前に引
き、

②つないだ
両手２指の

輪を開きな
がら左右へ

引き離し、

③立てた左
手親指の背

を右手掌で
前に押し出

すように１
回たたき、

④立てた左
手親指の甲

側を右手掌
で手前へ１

回たたく

複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
議

員
が
特
定
の
政
策
や
課
題
に
つ

い
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

国
会
や
地
方
議
会
を
問
わ
ず
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
手
話
施
策

推
進
法
は
、
超
党
派
の
「
障
害

児
者
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
関
す
る
議
員
連

盟
」
が
議
案
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
は
、〈
党
Ｂ
〉〈
関
係
な

い
〉〈
協
力
し
合
う
〉
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。

①�両手５指
の輪の指を

上に向けて
並べて置き

、

前へ出すと
同時に開き

、

②�両手を左
右から小さく

交差させなが
ら前に進め、

③両手の指
文字「レ」

形を交互に
上下する

今
ま
で
の
技
術
や
シ
ス
テ

ム
、
考
え
方
を
大
き
く
進
化
さ

せ
、
変
革
し
た
新
た
な
製
品
や

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
５
Ｇ

や
６
Ｇ
の
通
信
規
格
、
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
活
用
し
た
自
動
運
転
技

術
な
ど
が
あ
り
、
社
会
や
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
格
段
に
新
し
く
進

歩
し
た
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。

次じ

世せ

代だ
い

型が
た

創作

①
②

①�指先を手
前に、掌を

上に向けた
右手

５指をつま
みながら前

方へ引き、

②両手小指
を絡め右手

小指を下へ
外す

国
や
企
業
が
借
り
入
れ
た
資

金
の
利
息
や
元
金
を
約
束
通
り

に
払
え
な
く
な
る
債
さ
い

務む

不ふ

履り

行
こ
う

を
意
味
し
ま
す
。
も
し
国
が
約

束
し
た
日
に
国
債
を
支
払
え
な

く
な
る
と
深
刻
な
信
用
失
し
っ

墜つ
い

に

つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
は
、〈
貸
す
・

返
す

Ｂ
〉〈
す
っ
ぽ
か
す
Ｂ
〉
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト（
経け

い

済ざ
い

）

創作

今回は、政
治や経済な

どに関する
手話を紹介

します。

なお〈　〉
の記号は「

日本語の名
前」すなわ

ち日本語の
ラベル、ま

たは指文字
を表してい

ま

す。（「新し
い手話の動

画サイト」（
https://ww

w.newsigns
.jp/）で手

話動画を公
開していま

す。

下記単語名
の下にある

QRコードを
スマホ等で

読み込むと
、動画がご

覧になれま
す）

超ち
ょ
う

党と
う

派は

創作

④
①

③ ②

③
①②

＜第三種郵便物認可
＞
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お
楽
し
み
ク
イ
ズ

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

＝
毎
号
掲
載
＝

＜問題＞　手話イラストの単語でパズルを埋めて２重マ

スの４字を並べて言葉を作ってください。ヒント…避

難訓練（出題＝坊村芦生）

＊ 手話イラストは当連盟発行『わたしたちの手話学習

辞典』Ⅰ・Ⅱから引用しています。

＜応募方法＞
メール・ＦＡＸ・ハガキにあなたの読者Ｎо

（ナンバー）、クイズの答え、氏名・住所・連絡先を

記入して、本紙編集部「お楽しみクイズ」係までお送

りください。９月16日（
火）〆切（必

着）。正解者の

中から抽選で３人に景品を差し上げます。正解と当選

者は本紙次号で発表します。

※よろしければ、本紙への意見や感想もご記入下さい。

※読者Ｎоは、本紙お届け時の帯封に記載しています。

※編集部の連絡先と住所は本紙１面をご覧ください。

１ ２ ３ ４ ５

６
７ ８

９ 10 10 11 12

13
14 15 16

17
14 18

19
20

21
22

23
24 【

た
て
の
カ
ギ
】

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

たて１
たて２

たて３

たて５
たて８

たて４

たて10たて12たて14たて16たて19たて20たて21たて22

よこ１
よこ４

よこ11

よこ15

よこ18

よこ20

よこ22
よこ24

よこ６
よこ７

⬅

よこ13

⬅

よこ19

⬅

よこ23

⬅

よこ17

⬅

よこ９

⬅

よこ21

⬅⬅
清川　純子さん（北海道）

小西小百合さん（石川県）

土谷　晶子さん（愛知県）

で見
る

目で聴くテレビ目で聴くテレビ目で聴くテレビ
4

FAX 06-6242-6502

TEL 06-6242-6501

HP：https://www.medekiku.jp/

25年９月番組の見ど
ころ

25年９月番組の見ど
ころ

認定NPO法人 障害者放送
通信機構

　番組内容は、予
告なく変更される

場合があります。
詳細は上記、障害

者放送通信機構へ
お問い合わせくだ

さい。

放送時間はこちら!放送時間はこちら!

毎週火曜日　21：0
0更新　　

「最新の目で聴くテ
レビ」

※�第１火曜日は続けて
「みるっく」

（熊本県聴覚障害者情
報提供セ

ンター制作）も放送さ
れます。

※�「目で聴く日聴紙
」第１火曜日

更新後は１ヵ月間
いつでも見られま

す。翌週火曜日以
降は「最近の目で

聴くテレビ」から視
聴可能。

リアルタイム手話放
送

第2・４火曜日　13：0
5～13：55

「列島ニュース」（Ｎ
ＨＫ総合）

毎週水曜日　21：0
0～22：00

「ニュースウオッチ９」（
ＮＨＫ総合）

毎週木曜日　11：5
5～13：55

「ひるおび」（TBS
系列）

～アーカイブのみか
た③～

　「目で聴くテレビ
」のアー

カイブは現在26の
カテゴリ

に分けて2500本以
上が保管

されています。画面
の左下に

ある矢印を押すとカ
テゴリが

次々に表示されてい
きます。

一番上のカテゴリは
固定され

ていますが、それ以
下は時々入れ替わり

ます。

　現在、上から６番
目にある「バラエテ

ィ」カテゴリの左か
ら２

つ目に「手話くらべ
」の番組があります

。村上信次キャスタ
ーと

重田千輝キャスター
が、出題される例文

から、それぞれ異な
る手

話表現をして「くら
べる」というもの。

２人が繰り広げるか
けあ

いの会話は漫才のよ
うで、ろう者にとっ

ては笑えるバラエテ
ィ

で、手話学習者にと
っては自然に手話文

法が身につくという
スグ

レモノの番組です。

◆番組紹介◆

つつうらうら�
９月16日（火）

～食べて・飲んで・大
満足！盛岡市材木町「

よ市」探訪～

　盛岡市材木町の
「よ市（い

ち）」は、1974年
から毎年

４月～11月の毎週
土曜日に

盛岡駅から徒歩10
分、430

ｍの場所で開かれて
いる路上

市で、新鮮な野菜や
美味しい

グルメ、雑貨など多
くの店舗

が並びます。子ども
から高齢者まで幅広

い客層で賑わう「よ
市」

を紹介します！�
（岩手県立視聴覚障

がい者情報センター
制作）

第58回全国手話通訳
問題研究集会サマー

フォーラムinきょうと
� ９月９日、23日（火

）

　京都で開催され、
全国から

1333人が集まっ
たサマー

フォーラムの記念講
演、Ｃ講

座（人権）やＤ講座
（地域づ

くり）、第５分科会
「手話の

拡がりを感じる社会
に」の様

子をお伝えします。

あいろんメモ

第909号-05.indd   5第909号-05.indd   5

2025/08/21  
 13:22:24

2025/08/21  
 13:22:24

２０２５
年８月１

日　　（
12）

日本聴力
障害新聞

＜第三種
郵便物認

可＞

第９０８
号

訪
問
し
た
各
地
か
ら

熱
い
エ
ー
ル

北
海
道
（
７
月
２
日
～
17
日
）

　１
面
記
載
の
通
り
、
広
大
な

地
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
巡
回
し
た
北

海
道
で
は
、
訪
問
す
る
先
々
の

ろ
う
あ
協
会
や
手
話
通
訳
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
多
大
な

協
力
を
得
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
関
係
者
、
道
の
駅
、
聾
学
校

か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
協

力
を
得
た
他
、
訪
問
先
で
手
作

り
の
応
援
横
断
幕
や
う
ち
わ
な

ど
の
提
供
も
受
け
ま
し
た
。 １

０
０
０
人
の
来
場
で

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋
田
（
６
月
16
日
～
22
日
）

　６
月
22
日
に
秋
田
県
聴
力
障

害
者
協
会
は
秋
田
市
内
で
応
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
横
よ
こ

手て

市
や

男お

鹿が

市
、
大
お
お

館
だ
て

市
等
県
内
５
カ

所
を
駆
け
巡
っ
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の

到
着
に
合
わ
せ
て
県
内
外
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
。

　勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
室
伏
由
佳
さ
ん

（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
早
瀨
憲

太
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

県
立
聴
覚
支
援
学
校
の
生
徒
に

よ
る
「
県
民
歌
」
の
手
話
斉

唱
、
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ
、

秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
と
せ
歌か

舞ぶ

輝き

」
な
ど
が
盛
り

上
げ
、
応
援
マ
ン
ガ
展
な
ど
の

ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た
。

（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
機
関
紙

部
登
録
記
者
：
加
藤
薫
）

次
世
代
と
笑
顔
で
交
流

山
形
（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　県
最
北
部
の
遊ゆ

佐ざ

町
ま
ち

を
回
っ

た
後
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
で
山

形
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会
員

た
ち
が
大
会
を
Ｐ
Ｒ
。
酒
田
特

別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
や
卒

業
生
が
集
ま
っ
て

Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
姿
を

現
す
と
大
き
く
手

を
振
っ

て
出
迎

え
。
同
協
会
庄
内

支
部
の
三
ツ
澤
幸

支
部
長
は
「
次
の

世
代
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
よ
う
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら“
応
援

し
ま
す
！
”の
声

大
分
（
６
月
19
日

～
22
日
）

　６
月
19
日
に
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
競
技
へ
の
出
場
が
内
定
し
た

堀
ほ
り

口
ぐ
ち

昂
た
か

誉
の
り

選
手
に
よ
る
講
演
や

ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
体

験
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は「
堀
口
選
手
は
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

僕
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
内
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
た
と
実
感

鹿
児
島
（
６
月
29
日
～
７
月
３

日
）　県

知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

市
と
薩
摩
川
内
市
の
市
長
を
表

敬
訪
問
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
ダ

ル
の
レ
プ
リ
カ
が
大
人
気
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
メ
ダ
ル

の
中
に
隠
れ
る
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
懸
命
に
探
す
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
担
当
者
は「
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
巡

回
が
、
ス
タ
ー
ト
地
の
大
分
か

ら
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
る
中
で
、
九
州

の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

本
島
を
一
周
し
て
Ｐ
Ｒ

沖
縄
（
７
月
６
日
～
９
日
）

　７
月
６
日
に
北
き
た

中
な
か

城
ぐ
す
く

村
そ
ん

の

商
業
施
設
で
応
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　Ｐ
Ｒ
カ
ー
は
翌
日
に
県
立
沖

縄
ろ
う
学
校
を
訪
問
。
８
日

は
、
沖
縄
本
島
一
周
巡
回
の
最

終
地
と
し
て
、
名
護
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
カ
ー
の
お
披
露
目

会
を
開
催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
記
念
品
と
し
て
、
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
が
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
２
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　同
会
の
担
当
者
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て〝
応
援
し
ま
す
！
〞と

身
振
り
で
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
を

走
る
桜
色
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
手
の

輪
（
し
ゅ
わ
）
を
繋
つ
な

げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
フ
陸
上
選
手
と
と
も
に

ろ
う
学
校
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

宮
崎
（
６
月
24
日
～
28
日
）

　１
面
で
紹
介
し
た
宮
崎
で

は
、
県
内
の
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
と
聴
覚

支
援
学
校
を
巡
回
。
聴
覚
支
援

学
校
２
校
と
宮
崎
市
内
の
商
業

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
で
、２
台
の
Ｐ
Ｒ
力
ー
は
北
か
ら
、南
か
ら
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。７
月
15
日
ま
で
に
本
紙
編
集
部
に
届
い
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
様
子
は
連
盟
の
サ
イ
ト
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）。�

＝
１
面
に
関
連
記
事
＝

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

参加者
全員で

「しゅ
わしゅ

わ☆デ
フリン

ピック
」（秋

田）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

子ども
たちに

デフリ
ンピッ

クを説
明（沖

縄ろう
学校）

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

ＮＤソ
フトス

タジア
ム山形

（山形
県天童

市）で
は、

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

サッカ
ーチー

ムのサ
ポータ

ーの興
味を引

いた　
　　

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「デフ
リンピ

ックク
イズ」

にみん
なで挑

戦！

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

「答え
は…」

（大分
）��　

　　　
　　　

　　　

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

塩
田
康
一
知
事
と「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
手
話（
鹿
児
島
）

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

ＰＲカ
ーは第

８回デ
フビー

チ

バレー
ボール

国際親
善大会

会

バレー
ボール

国際親
善大会

会

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

場へ（
６月2

1日～
22日、

大分

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

市）。試
合後の

選手や
市民の

立

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

ち寄り
があり

ました
（大分

）　

北と南の地
北と南の地でで築いた築いた

“手の輪”
“手の輪”をを次の地次の地へへ繋繋

つ なつ な

ぎ走るぎ走る
東京２０２

５デフリ
ンピック

ＰＲカー
の全国巡

回

東京２０２
５デフリ

ンピック
ＰＲカー

の全国巡
回

大分

秋田

沖縄

鹿児島

山形
大分市

内での
イベン

ト会場
で

大分市
内での

イベン
ト会場

で
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JAPANESE　DEAF　NEWS

（略称：日聴紙）

今号の見どころ今号の見どころ

●
連盟と歩み続けて45年
タツノコ出版、廃業

２
面

●
石野参与の旭日小綬章受章祝賀会

 「手話はいのち」の闘い今後も
11
面

●
旧優生保護法に最初に立ち向かった
ろう者夫妻の実名を公表

11
面

　６
月
施
行
の
手
話
施
策
推
進

法
は
９
月
23
日
を
「
手
話
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
連
が
「
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
」で
定
め
た
日
で
あ
り
、本
年

の
テ
ー
マ
を
「
手
話
言
語
権
は

人
権
だ
！
」
と
し
て
い
ま
す
。

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
横
浜

市
の
ボ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
で
、
手

話
言
語
の
認
知
度
向
上
と
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
イ

　全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
７
月

31
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
選
手
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
21
競

技
に
過
去
最
多
２
７
３
人
の
選

手
を
送
り
、
多
く
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
日
は
日

本
選
手
団
公
式
ウ
ェ
ア
の
決
定

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
詳
細
記
事
）

ベ
ン
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
ま
す
。
連
盟
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
気
運
醸
成
も
同
時
に
め
ざ
す

と
し
て
、「
ま
ず
は
夕
方
５
時

か
ら
７
時
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
を
、
そ
の
上
で
、
昼
１
時
か

ら
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
間
に

近
く
の
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
や
手

話
講
座
、
物
販
、
マ
ル
シ
ェ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
を
意
味

す
る
言
葉
）
へ
の
参
加
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　な
お
、
世
界
ろ
う
連
盟
が
２

０
２
２
年
度
か
ら
毎
年
、
手
話

言
語
の
啓
発
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
全
国
３

７
１
自
治
体
が
５
１
３
カ
所
で

何
カ
所
に
な
る
で
し
ょ
う
か

（
実
施
場
所
の
情
報
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　内
閣
府
は
こ
の
日
に
「
手
話

を
通
じ
て
国
民
の
関
心
と
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
13
時
か
ら
３
時

間
、
開
催
し
ま
す
。
三
原
じ
ゅ

ん
子
担
当
大
臣
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
き
こ
え
な

い
弁
護
士
の
田
門
浩
さ
ん
の
基

調
報
告
「
手
話
施
策
推
進
法
の

意
義
」
等
の
の
ち
、
筑
波
技
術

大
学
教
授
の
大
杉
豊
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

ろ
う
者
の
那
須
映
里
さ
ん
と
根

本
和
徳
さ
ん
、
川
俣
郁
美
さ
ん

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
５
カ
所
（
岩
手

・
静
岡
・
京
都
・
鳥
取
・
福

岡
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
ブ
ー
ス

出
展
を
行
い
、
趣
旨
を
全
国
に

広
め
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
後
日
の
視
聴
方
法

実
施
し
て
お
り
、
年

々
そ
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
度
は

な
ど
詳
細
は
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
前
大
会
に
出
場
で
き

　コ
ー
サ
会
長
は
「
私
た
ち
に

は
手
話
と
い
う
独
自
の
言
語
や

文
化
が
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
ろ
う
と
い
う
も

の
は
外
見
か
ら
判
別
し
に
く

く
、
誤
解
や
無
理
解
も
少
な
く

な
い
。
大
会
で
の
発
信
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」「
デ

フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
観
客
が
実
感
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
が
国
際
手
話
で
通

じ
合
う
姿
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
大
会
を
「
社

会
変
革
の
契
機
」
と

位
置
づ
け
て
日
本
で

の
初
開
催
に
よ
る
効

な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
同
盟
国
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
選
手
に
は
国
を

代
表
す
る
形
で
は
な
く
、「
中

立
の
立
場
の
個
人
資
格
」
で
今

大
会
の
出
場
を
認
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
つ
の
団
体
競
技（
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
）の
組
み
合
わ
せ
抽
選
と
協
賛
企
業
・
団
体
向
け
の
交
流
会
が

７
月
29
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
を
担
当
し
た
国

際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
の
ア
ダ
ム
・
コ
ー
サ

会
長
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
次
の
発
信
を
し
ま
し
た
。
な
お
、

協
賛
企
業
・
団
体
は
１
２
５
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

取
材
に
応
じ
る
コ
ー
サ
会
長
（
左
）
と

大
杉
豊
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
副
会
長

左から太田団長、旗手の小倉選手と
松元選手、連盟の河原副理事長

都庁の昨年度のライトアップ

今度のデフリンピックは
社会変革のチャンスチャンス

手
話
言
語

手
話
言
語
へ
の
へ
の
理
解
理
解
をを

ＩＣＳＤのコーサ会長がメディアに発信「私たちを受け入れてほしい」

日本選手団決定

　第
58
回
全
国
手
話
通
訳
問
題

研
究
集
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
主
催
：

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
）
が
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
炎
天
下
の
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
１
３
３
３
人
が
集
い
ま
し

た
。
同
月
９
日
は
長
崎
市
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80
年
を

迎
え
る
た
め
、
投
下
さ
れ
た
時

刻
の
11
時
２
分
に
参
加
者
全
員

で
犠
牲
者
を
偲
ん
で
黙
祷
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

戦後80年の８月9日、
全国手話通訳問題
研究集会の会場で
１,３３３人が黙

も く

祷
と う

過去最多過去最多
２７３２７３人人のの
選手選手にに応援応援をを！！

手
話
手
話
のの
日日  

＆＆  

手
話
言
語

手
話
言
語
のの
国
際
デ
ー

国
際
デ
ー

各
地
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
〝
人
権
〟を
主
張
し
よ
う
！

内
閣
府
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

イ
ベ
ン
ト
実
施

ガ
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

で
は
、
固
定
的
な
タ
イ
プ
の
キ

ャ
ラ
を
描
く
こ
と
で
共
感
を
得

や
す
い
が
、
そ
の
反
面
、
差
別

意
識
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
、
マ
ン
ガ

を
上
手
に
読
む
こ
と
が
必
要
の

指
摘
等
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

っ
た
▼
地
域
の
手
話
通
訳
者
ら

が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

報
告
と
話
し
合
い
が
興
味
深
か

っ
た
。
子
育
て
と
両
立
す
る
活

動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
医
療

場
面
の
待
ち
時
間
の
使
い
方
の

課
題
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
た
地

域
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
の
活

用
と
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

の
活
動
の
使
い
分
け
な
ど
。
集

団
的
な
取
り
組
み
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
手
話
通
訳
制

度
の
基
盤
は
固
い
よ
う
で
実
は

脆も
ろ

い
。
養
成
・
派
遣
・
設
置
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
の
再
構
築
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
手
話
施
策
推
進
法
を
私

た
ち
ろ
う
・
難
聴
者
の
生
活
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、「
手

話
を
使
う
者
」
の
制
度
活
用
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
も
思
う

▼
先
日
、
担
当
す
る
養
成
講
座

の
講
義
を
若
い
講
師
が
勉
強
に

と
参
観
し
に
来
た
。
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
考
え
方
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
出
し
が
多
い
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
引
き
出
し
は
長
年

の
経
験
と
学
習
、
運
動
で
作
っ

て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
集
団

で
の
活
動
で
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
け
ば
良
い
。
そ

れ
が
ろ
う
あ
運
動
で
あ
り
、
全

通
研
の
活
動
だ
と
思
う
。

　京
都
で
の
全
国

手
話
通
訳
問
題
研

究
集
会
が
恒
例
の

熱
い
集
会
で
学
び

を
深
め
た
。
マ
ン

♦

（略称：日聴紙） 

好評
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月刊
1日発行

お楽しみクイズお楽しみクイズ
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きこえない・きこえにくい人に関わるジャーナル。他の新聞や雑誌にない
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きこえない人の暮らしも学ぼう！
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